




Ⅳ.要約および考察 

成熟児で将来の発育に影響すると考えられる異常がない場合,上記の基準によって光療法

を受けた児100例の生後24または25ヵ月における発達指数,身長,体重,頭囲は,対照群100

例(光療法を必要としなかった児)と比べて有意差が認められなかった｡学齢期における学

業成績や聴力,視力の検査などが,残された問題であろうと考えられる。 


